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ダイジェスト版 

 

＊全患者が生活保護  
３４医療機関調査へ…大阪市 

 大阪市が診療報酬明細書（レセプト）のデータ（昨年１１月-今年１月）を調査したところ、大阪府内の３４医療

機関に入院または通院していた患者すべてが、受給者で占められていたことが読売新聞の調べでわかった。  

別の医療機関でも受給者の通院日数が目立って多いケースや、１件あたりの診療報酬が突出している事例もあ

った。市は「過剰診療などの不正請求の疑いがある」として、近く受給者らへの聞き取り調査に着手し、医師会と

連携し、医療機関の個別調査にも乗り出す。 受給者は自己負担なしで診療や投薬を受けられ、費用は医療扶

助として全額公費で支払われる。  

大阪市では２００８年度の医療扶助費が生活保護費全体の約５割にあたる約１１２９億円を占めるなど、財政を

圧迫する事態が続いている。 市は医療扶助の状況を調べるため、府内の医療機関が提出したレセプト３か月

分のデータを集約。市内受給者のレセプト件数や１件あたりの金額、受給者と受給者以外の通院日数の差など

６項目について、それぞれ数値の高い医療機関をリストアップした。 

 その結果、１５病院・診療所の入院患者（レセプト１１９３件）、１６診療所の通院患者（同５３６件）、３歯科の通院

患者（同２２２件）が、いずれも受給者のみだったことが判明した。 また、患者全体に占める受給者の割合が９割

以上の医療機関も多かった。受給者の通院日数の平均が、受給者以外の患者の１６-１７倍に達したり、受給者

のレセプト１件あたりの診療報酬点数（１点１０円）の平均が、受給者以外より４万点以上多かったりした医療機関

がそれぞれ複数あった。 市は「現時点で、すべてで不正請求があるとは言えないが、貧困ビジネス業者と結託

し、意図的に過剰診療や架空診療を繰り返している医療機関が含まれている可能性がある。徹底して調査す

る」としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給申請書（レセプト）・自賠責・労災・その他に関する 

ご質問、お問い合わせは保険部ホットラインまで 

ＦＡＸ（０６）－６４５９－０３２４ 
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*労災料金改定 

 

平成 22年度労災料金改定は、後療料 40円アップの 610 円。（現行 570円）改定率＋7％で 

決着した。またその他の見直しは行わない。後療料が 570円になったのは平成 12年。 

10年ぶりに後療料が上がることになる。しかしながら、不景気等による労働災害補償費自体の 

取扱いが減少している。また改定は 8月１日治療分からとなる。 

 

 

＊保険者変更通知 

【保険者名変更】変更日 Ｈ21年 4月 1日 

変更前 

日清紡績健康保険組合 

変 更 後 

保 険 者 名 

保険者番号 

日清紡健康保険組合 

０６１３１１２２ 

 

 

＊高齢受給者（70才から74才）の一部負担金割合について 

 

厚生労働省保険局長通知により高齢受給者の一部負担金割合は、引続き 

1割負担（平成23年3月31日まで） 

となっていますのでご注意ください。 

 

 

＊オレンジ色の保険証（協会けんぽ）は、使用できません！ 

 

協会けんぽの健康保険証について平成 22年 4月1日以降、従来の健康保険証は使用できません。 
また、「記号・番号」の再確認をお願いします。 

 


